
再評価結果（平成２０年度 事業継続 箇所）

都市･地域整備局街路課担 当 課：

担当課長名：松谷 春敏

事業名 都市計画道路御影山手線（深田池） 事業 街路 事業 神戸市
みか げ や ま て せ ん （ ふ か だ い け ）

区分 主体

起終点 自：神戸市東灘区御影山手２丁目 延長
こうべしひがしなだくみかげやまて

至：神戸市東灘区住吉山手４丁目 ０．４４９km
こうべしひがしなだくすみよしやまて

事業概要

御影山手線は、東灘区山麓部を東西に連絡する道路で、南北道路（弓場線）と一体となって東灘山麓

地域の道路ネットワークを形成する。

当路線の整備により、阪急神戸線以北の東灘山麓地域の防災性の向上や歩行者の安全確保などの効果

が期待できる。

Ｈ元年度事業化 Ｓ２１年度都市計画決定 Ｈ元年度用地着手 Ｈ２年度工事着手

（Ｈ１５年度変更）

全体事業費 ３６億円 事業進捗率 ２６％ 供用済延長 ０．０５km

計画交通量 ９，０００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 ２４ / ３７億円 ６１ / ６１億円 平成１９年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： / 億円１．７ 事 業 費： 23/ 36 60 60

億円 走行経費減少便益：0.61/ 0.61億円(残事業) 維持管理費：0.98/0.98

交通事故減少便益：0.74/ 0.74億円２．５

事業の効果等

１．活力（都市の再生）

対象区間が現在阪急御影駅から連絡道路がない御影山手団地への連絡道路となる。

２．暮らし（安全で安心できるくらしの確保）

二次医療施設（甲南病院、六甲病院）へのアクセス向上が見込まれる。 他４項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

阪急御影駅に弓場線を経由して交通結節機能を発揮する路線であり、早期整備が必要である。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

阪急御影駅の南側では、現在、東灘山手土地区画整理事業が施工されており、都市計画街路網の整備

が概ね完成している。

１９年度末には、弓場線の阪急交差部の供用を予定しており、この供用により、弓場線に接続する御

影山手線の早期整備の必要性がますます高まっている。

事業の進捗状況、残事業の内容等

御影山手住宅開発行為により約50ｍ間が完成。残区間の用地買収、街路築造工事を進める。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

、 、 。これまでは 震災復興街路である弓場線の整備を先行させてきたが 今年度で一定の整備が完了する

引き続き御影山手線の整備に移行し、早期完成を目指し事業を進めていく予定である。

施設の構造や工法の変更等

、 、 、 。構造等の変更は無いが 掘削土が発生するため 現場再利用や工事間流用など コスト縮減に努める

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

防災性、安全性及び交通結節機能の向上など、早期整備が必要なため事業継続する。

事業概要図
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※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。




